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１． 本プロジェクトの研究の背景、目的 

 津波の多くは地震によって引き起こされるが、稀に火山

噴火に伴って発生する。これらの津波は、過去の噴火災害

において人的被害を劇的に増幅させてきたが、従来の火

山研究では、地下でのマグマの移動や、それに引き続く溶

岩噴出もしくは大規模降灰等の発生予測に焦点が絞られ、

火山性津波に関しては基本的な現象理解も災害軽減策の

検討も不十分である。本研究では、そのような状況を打破

するため、数値シミュレーションにより火山噴火によって引

き起こされる津波の理解を深めることを目的としている。 

本年度も、昨年に引き続き津波の発生源となりうる海域で

の溶岩流のシミュレーションを実施した。本年度は、特に、

2017 年に溶岩の流出が発生した小笠原諸島・西之島の噴

火における観測結果と定量的な比較を行い、溶岩流の精

度検証ならびに計算速度向上のためのシミュレーションコ

ードのチューニングを中心に作業を進めた。 

 

２． 具体的な計算方法 

実用性が高い溶岩流の計算モデルとして知られる

Ishihara et al. (1990) に基づき作成した計算コードを用い

て、小笠原諸島西之島で 2017年 4月に発生した溶岩流の

再現計算を実施した。地形データには、国土地理院が作

成した 2016 年 7 月 25 日時点の空間解像度 2.5m の DEM

を利用した。観測情報に基づき、2017年4月時点の火砕丘

山頂火口から 0.625m3/sで 10日間噴出させる噴出条件で

計算を実施し、その溶岩流分布を実現象と比較した。 

３． 結果 

 西ノ島における溶岩の粘性の温度依存性については、実

測データがないものの、伊豆大島等で得られた既存のデ

ータを用いて計算したところ、溶岩流の温度を 1000K と仮

定したところ、観測された溶岩分布ならびにその拡大速度

をおおむね再現することができた。 

 

４． まとめ 

 小笠原諸島西ノ島で発生した溶岩流のシミュレーションを

行い、計算コードの検証ならびに計算速度向上のためのチ

ューニング作業を実施した。 

 

５． 今後の計画・展望 

 昨年に引き続き、溶岩流のシミュレーションに終始してし

まった。来年度以降、津波のシミュレーションも組み込める

よう準備を進めたい。特に、本年度は、海域での元地形デ

ータならびに水中での溶岩流分布のデータを取得すること

ができていないため、陸域のみの計算を実施した。今後は

水中での溶岩の挙動を理解するために、海底地形のデー

タを取得できないか検討を進める。 

 また、2022 年 1 月 15 日にトンガ王国のフンガトンガ・フン

ガハアパイ火山において大規模な噴火が発生し、太平洋

全域で津波が発生した。日本でも太平洋岸を中心に広範

囲で津波警報もしくは津波注意報が出され、約 23 万人が

避難対象となった。来年度は、この津波の発生メカニズムを

解明するためのシミュレーションにも着手したい。 

 

図：西ノ島新島における溶岩流のシミュレーション例 
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